
令和６年度試験問題 

令和６年度  愛知県立芸術大学音楽学部一般選抜試験問題 
 

Ⅰ 和声課題（作曲専攻作曲コース） 

次のバス課題を４声体で実施しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 器楽曲作曲（作曲専攻作曲コース） 

   

次の３つのモティーフのうち、いずれかを用いて器楽曲を作曲しなさい。 

テンポ、強弱、音域、形式および楽器編成は自由。 

  

 

  

 

 

 

 

 

☆注 音価は自由 
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Ⅲ 音楽学に関する基礎的試験（作曲専攻音楽学コース） 

 

【試験問題】 

問題１ 

別紙は、消費者が商品に感じることの複雑な側面を描いたものである。 

別紙を参考にして、「音楽と消費者」について感じ考えたことを論じてください。 

（文字数の制限はありません。） 

 

出典 牧野圭子『消費の美学』（勁草書房、2015年） 

 

問題２ 

「新たにうまれだす音（あるいは、うまれた音）」を任意に選び、それを明示したうえで、そ

の音について、感じ考えたことを論じてください。 

（文字数の制限はありません。） 

 

 

※本学管理棟３階 入試課において閲覧できます。 

閲覧時間 午前９時から午後５時まで 

ただし、土・日曜日、祝日等の休業日は除きます。 

 

【出題の意図】 

 学部において音楽学研究をおこなうにあたって必要となる読解力、および論述力を備えている

かを問う。 

 

 

Ⅳ 外国語（作曲専攻音楽学コース） 

問題１  

全文を訳してください。 

  出典 Gregor Kokorz. “Border, Transborder, and Unification: Music and Its Divergent Roles in the 

Nineteenth-Century Habsburg Territories.” In: Crossing Central Europe: Continuities and 

Transformations, 1900 and 2000. University of Toronto Press, 2017. 

 

 問題２ 

全文を訳してください。 

出典 J. Peter Burkholder and C. V. Palisca. Norton Anthology of Western Music, Volume 3, the 20th 

Century and After. 8th Edition, New York: W. W. Norton, 2019. 

 

【出題の意図】 

 学部において音楽学研究をおこなうにあたって必要となる外国語の能力を備えているかを問う。 

 

※外国語の試験問題は、本学管理棟３階入試課において閲覧できます。 

閲覧時間 午前９時から午後５時まで 

ただし、土・日曜日、祝日等の休業日は除きます。 
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Ⅴ 楽典（作曲専攻音楽学コース、声楽専攻、器楽専攻） 

【試験問題】 
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【解答】 

  



令和６年度試験問題 

 

 

Ⅵ 聴音（旋律） 

○作曲専攻作曲コース、器楽専攻ピアノコース 

  主音及び主和音を与える。小節数、拍子、調性の指示は有り。テンポの指示は無し。20秒間

隔で、通奏１回の後、４小節ごとに４回の演奏を行う。４回目は次の４小節を続けて演奏し、

最後に通奏を１回行う。演奏終了後１分間の時間を与える。  

 

旋律 
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○作曲専攻音楽学コース、声楽専攻、器楽専攻弦楽器コース・管打楽器コース 

  主音及び主和音を与える。小節数、拍子、調性の指示は有り。テンポの指示は無し。20秒間

隔で、通奏１回の後、４小節ごとに４回の演奏を行う。４回目は次の４小節を続けて演奏し、

最後に通奏を１回行う。演奏終了後１分間の時間を与える。  

 

旋律 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和６年度試験問題 

 

 

Ⅶ 聴音（２声）（作曲専攻作曲コース） 

  主音及び主和音を与える。小節数、拍子、調性の指示は有り。テンポの指示は無し。 

20秒間隔で、通奏７回の演奏を行う。演奏終了後 1分間の時間を与える。 

２声 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅷ 聴音（４声） 

○作曲専攻作曲コース、器楽専攻ピアノコース   

  最初に主音を与える。小節数、拍子、調性の指示は有り。テンポの指示は無し。20秒間隔で

通奏７回の演奏を行う。演奏終了後 1分間の時間を与える。 

４声 
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○作曲専攻音楽学コース、声楽専攻、器楽専攻弦楽器コース・管打楽器コース 

最初に主音を与える。小節数、拍子、調性の指示は有り。テンポの指示は無し。20秒間隔で、

通奏７回の演奏を行う。演奏終了後 1分間の時間を与える。 

４声 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅸ 新曲視唱 

○作曲専攻作曲コース、器楽専攻ピアノコース 

  予見時間は１分 30秒。主和音及び、開始音を与える。 
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○作曲専攻音楽学コース、声楽専攻、器楽専攻弦楽器コース・管打楽器コース 

  予見時間は１分 30秒。主和音及び、開始音を与える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


